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はじめに

蘭喚島 (Orchidisland)は台東の東南､約

90kmの太平洋上に浮かぶ､面積36kLGの小島であ

る｡古くは紅頭峡とも称され､第二次大戦後に

改称された｡島の大部分は原生林が占め､樹下

には胡蝶蘭が自生していることから､それにち

なんで名付けられている｡

この島はフィリピンのバタン諸島から移り住

んだヤミ族が､近年まで石器を使い､タロイモ

を主食として自給自足の生活を営んでいたり ).

現在､石器は使われていないが､農耕様式は古

く､根栽農耕文化の伝統を残している｡

タロイモはインド東部からスリランカ､イン

ドシナ半島､マレー半島を中心とした地域が原

産地とされ､民族の移動とともに周辺地域に分

布していったと考えられている｡その栽培の歴

史は古く､紀元前8,000年にさかのぼり､野生

種を栽培作物として利用することに発するとい

われる一･7･9)｡現在アジアやアフリカ､太平洋

の島々､中南米諸国に広く分布するが､原産地

に近い東南アジアの内陸部では食料としての価

値は高くない｡しかしポリネシアやオセアニア

など太平洋の島じまでは､主食の座を占め利用

沖縄県那覇市首里崎山町4･222

価値の高い作物である7･9)｡わが国への伝来は

明らかではないが､紀元前3.000年の経文前期

にはすでに食されていたと想催されている4･tS･16㌦

タロイモの水田栽培はミクロネシアやポリネ

シアなど太平洋の各諸島を初め､台湾や日本の

南西部まで分布する｡わが国では琉球文化圏内

の奄美大島以南が普遍的栽培地であるが､種子

島､屋久島まで栽培がおよび､タロイモの水田

栽培の範囲を南方文化圏として下野は文化領域

を設定している●2)0

タロイモの我が国への伝播経路は明らかでな

いが､フィリピンや台湾を通り黒潮の流れに沿っ

て北上したものと考えられている16)｡その渓流

地に位置する台湾はタロイモの伝播経路を知る

上で重要であり6･16)､蘭峡島はタロイモの栽培

様式が原始的に保存 ･維持され､人類学的にも

興味ある地域であるl･8)0

蘭喚島におけるタロイモの栽培や農耕技術を

通し､沖縄との関わりを比較文化的にみること

で､沖縄の基層文化が明らかになるものと思わ

れる｡そこで今回､蘭峡島におけるタロイモの

栽培について､1996年12月16日から19日にかけ

て調査したので､その概要を報告する｡

-33-



南方資源利用技術研究会誌

(29 タロイモ田 成 100｡等高線 V-LJJJサツマイモ畑 vVvススキ原野
図1. 蘭峡島の地形と農業分布

蘭雌鳥の人と自然

蘭峡島に住むヤミ族は黒潮の流れに乗って北

上したマレイ系の北限民族と考えられ､その故

郷はフィリピンのバタン諸島といわれる｡ヤミ

族の言語はフィリピン北部の言葉に類似し､オー

ストロネシア語系 (マライ･ポリネシア語系)

に属することから､黒潮の流れに乗って北上し

たことの根拠となっている7･8).現在､4,000名

程が島内の6集落に住み､タロイモを主食とし

て自給自足の生活を営んでいる｡

この島はフィリピンのバブヤン諸島からバタ

ン諸島､バシイ諸島にかけてつらなる海底の火

山山脈の一端にある｡第三紀中の海底火山活動

による噴出物の堆積と海底隆起により島は形成

された｡火山島であるため海岸沿いは断崖絶壁

がせまり､山岳と海岸線に挟まれて小規模に平

地が形成され､農耕地として利用されている｡

島の地質は火山噴出物に由来する流紋石や安山

岩､玄武岩､変成岩などで構成されている11)0

島の中央部には紅頭山 (548m)や殺蛇山 (

494m)､青蛇山 (438m)､山田山 (434m)な

ど500m前後の山々が連なり､南には大森山 (4

80m)や奥本嶺 (297m)が横たわる｡中央の

山岳部に降った雨は小渓流をなして海に流れ込
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む｡山が急峻であるため､渓流は短く急激で､

川下は山からの砂利の堆積で浅く､川幅は海岸

近くでも数mにすぎない｡

気候は海洋性熱帯気候に属し､年平均気温は

25.4℃であるが､11月から4月にかけては気温

が低く､20-23℃の範囲にある｡また4月中旬

から10月までは気温が高く28-30℃と暑い｡年

平均降水量は3,440ミリであるが､多いときに

は4,515ミリに達する｡降水量は9月が最も多

く､4月は少ない‖)0

島の40%は熱帯雨林で占め､山岳部は原生林

で覆われ､動植物の種類が多く､熱帯雨林の様

相を示す｡原生林の樹下には哨乳類や鳥類､両

生類が生息し､原始の生態系を成している｡こ

の島から南は生物 ･地理学上の境界をなすウォー

レス線が通り生物様相が異なる｡

地域の概況

蘭喚島の6集落の位置及び地形､農業分布は

図1に示したが､各集落の農業概況は次の通り

である｡

｡榔油 (Yayu)

島の中心部で役所や港が近くにあり､タロイ

モ水田栽培は集落の南西を流れる榔油渓沿いに

大面積を占める｡また一部は北側の開元港をす

ぎたところに見られ､海岸近くまで田が伸びて

いる｡集落の北側には畑が山の裾野まで広がり､

一部休耕地がありヤギが放牧されていた｡畑に

はサトイモが栽培され､またⅩanthosomaと思

われるサトイモ科の植物が大事に植えられ､下

草もきれいに除草されていた｡

｡漁人 (Iratai)

島の西南部に位置し､秋冬の北東風は中央山

岳に遮られ､冬期でも波静かで､陽光に恵まれ

ている｡海岸線から階段状に集落が伸び､集落

に近接したところに石垣で囲われ､また石垣を

積み重ねて造られていたが､このタイプのタロ

イモ田は他に類がない｡この石垣積みの田は城

閣建造を思わせ､整然と綿密な計画の下で造ら

れているようであった｡道路沿いのタロイモ田

は人の侵入をはばかるように柵が巡らされ､集

落近くには広いサツマイモ畑があったが､そこ

にも柵が巡らされていた｡

o紅頭 (Imurua)

漁人集落に隣接し､冬期でも北東の山岳に北

東風が遮られ､暖かい｡集落の南東部の紅頭渓

沿にタロイモ田は広がり､谷間の奥探くまで見

渡せられる｡タロイモ田は頑丈な石積みで､渓

側は高さが約1m近くもあり､面積も100m2か

ら300m‡までと､かなり広い面積であった｡集

落の南東にある中興農荘は､新開墾地なのか道

路や区画整備が行き届いており､タロイモ田が

整然と広がっていた｡それを過ぎた大森山のふ

もとにはサツマイモとサトイモが単独にまた混

植状態に栽培されていた｡この地では野銀集落

の住民も耕作していたので､両集落の共同使用

と思われた｡

｡野銀 (Ivarjinu)

集落は島の東側に位置し､御来光を見るには

いいが西日が山に掛かるのが早く､また秋冬期

の北東風が厳しく､農業には不適な地域である｡

この集落には縦穴式に住居を造るヤミ族独特の

古い住居がみられた｡集落の南西部には広大な

ススキ原野が伸びている｡その南側にある永興

農荘は大部分がサツマイモ畑であるが､火山岩

や石灰石に由来するため襟多く､未風化の石標

がゴロゴロし田の造成は困難な様子であった｡

また海岸沿は殆どが海成沖積土壌で､一部は場

は石磯の中にあり､石を取り除いてもキリがな

いと思われる程であった｡その背後には100m

程の岸壁が聾え立ち､土砂崩れの跡がクッキリ

と浮かび､今でも陥落を繰り返していることが

わかる｡この集落の周囲には小渓が少なく､タ

ロイモ田も少ない様子で､農婦人もサツマイモ

作が中心的な農作業のようである｡

o東浦 (Iranumiruk)

野銀と同様に秋冬期の北東風が厳しい｡集落

の入り口には東清渓が流れ､川幅は5m程度｡

渓沿にはタロイモ田が広がり､水量は野銀に比

べて豊富で､タロイモ田も多い｡集落から1km
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A 8 C D E

図2. 蘭喚島における小農具の種類

A:タロイモの収穫用掘り棒 (郎島､71cm)
ち:タロイモの収穫時使用ナイフ (郎島､刃先

11cm､柄l血1)

C:サツマイモの収穫用掘り棒 (野銀､55cm)
D:焼き畑の伐採用ナタ (東清､刃先25cm､

柄60cm)
E:開田に使用されていた堀り棒 (紅頭､105:Jn)

離れた所にサトイモ､サツマイモ畑が広がり､

バナナやサトウキビなどがサツマイモやサトイ

モと僅かに混植されていた｡

｡朗島 (Irararai)

島の北部に位置するため､樹木は低木が殆ど

で､数も少ない｡集落の後部には殺蛇山がそび

え､その陥没によりできた海岸治の平野は広く､

臼畑面積は島で大きいと思われる｡田は朗島渓

沿いに広く造られているが､北西の小渓沿いに

も見られた｡朗島渓沿いにあるタロイモ田の所々

には休耕田があり､ヨシャススキが生い茂って

いた｡

蘭噴島の農業

図1に蘭喚島の地形図を示したが､loom寄

高線が海岸線まで迫り､海岸沿いの一部のみに

平地の広がることがわかる｡内陸部は殆ど山岳

で占め､そこに降った雨は渓流をなし､海に流

れ込む｡海岸に近い渓流沿いや湧き水の豊富な

場所を中心にタロイモ田が造られ､ヤミ族の集

落が形成されている｡水の得難い場所や傾斜地､

砂地は焼畑としてサツマイモやサトイモの栽培

にあてられている｡

サツマイモは島内のいたるところに栽培され

ている｡野銀ではタロイモより面積が多く､重

要な食糧になっている｡野銀での調査の際に､

高齢の婦人連がサツマイモを収穫する様子をみ

ることができたO収穫する前には畑の畦に腰を

屈め､畑に向かい祈りの言葉は捧げた｡数分間

後に図2Cに示す鉄製の掘り棒で､葦を掻き分

け､耕しながら､イモを収穫した｡イモの表皮

は黄白色で､丸形であった｡l株に1-2個程

度しか着かず､多くても3個程度にすぎない｡

しかし一部は腐敗し､収量は棲めて低く､2㌦

でも1-2個にすぎなかった｡畑は畝たてする

ことなく､栽植密度も一定ではないO野銀集落

から遠く離れた大森山近くの道路沿いでサツマ

イモの植付け中の畑をみることができた｡図3

Aに示す棟に､浅い穴を掘り､その土を-カ所

に盛り上げ､穴に直立に差し込む､直立挿Lで

あった｡おそらくある程度生育した後でイモの

株元に盛り直すと考えられた｡栽植距離は一定

ではなかったが､ほぼ70-8(kJnの範囲であった｡

図1に示すように､野銀や東清､朗島では各

集落の近くに広大なススキ原野が広がり､一部

は火入れの跡があった｡火入れはほとんど立毛

のまま行われていたが､延焼の気配はなかった｡

アダンは下に落ちた枯れ葉のみが燃え､ススキ

は殊元を残したままであった｡火入れ後は株の

取り除きに多大な労力を必要とするようで､山

刀や鉄製の大きな掘り棒 (図2)､鍬で伐根作

業が行われていた｡空港の北側や朗島集落の北
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図3. 蘭喚島におけるサツマイモ (A)とサ

トイモ (B)の植付方法

西海岸沿い､野銀集落の南東部にあるアダン林

などでは火入れ後の残株や根の掘り起し作業が

行われていた｡

サトイモは島のいたるところで見られたが､

栽培面積はサツマイモや水田栽培程ではなかっ

た｡野銀や東清では瓦裸の多いアダン林の中や

海岸沿いの砂地での栽培が多く､焼き畑農業の

重要な作物である｡栽培は条件の悪い畑地が中

心のようである｡大森山近くの道路沿いの畑で

は､植付け後の様子を見ることができた｡図3

Bに示すように､植付けは直径20-30cm､深さ

10-15cmの穴を掘り､水田栽培と同じ様に葉柄

を30cm程度に切った芋を垂直に植付けていた｡

この植え付け方法は沖縄でも広く見ることがで

きる｡栽植距離は一定でなかったが､ほぼ60-

80cmの範囲にあり､60-70cmが多かった｡

Ⅹanthosomaと思われるのが島のいたる所で

見られた｡これは､近年フィリピンや台湾から

導入されたもので､殆ど食用にされないとい

う7)｡榔油集落の北側では畑で大事に育てられ､

朗島や東浦では畑の中や隅に栽培され､また焼

き畑地ではきれいに下草が刈られていた｡茎葉

はクワズイモに類似し､親芋から拳大の子羊が

生じ､家畜の飼料や食用にすると東清の農夫は

話していた｡

バナナやサトウキビは畑の隅を利用する程度

で､小規模で面積は少なかった｡大森山の近く

ではバナナ､東清村の道路沿にバナナ､海岸沿

いのアダン林の側で紫茎のサトウキビを見た程

度にすぎなかった｡サトウキビは加工とせず､

生食用のみである｡

また野菜類の栽培は殆どみることはなかった

が､紅頭と朗島ではタロイモ田の側で小規模に

莱類の栽培があった｡莱畑はきれいに耕され､

整然と植えられ､良く管理されていた｡それ以

外は見ることがなかったことから､面積は極め

少ないものと思われた｡

サトイモやバナナとサツマイモの混植が東清

や野銀､大森山の近くで見ることできた｡面積

は多くない｡

タロイモの水田栽培

タロイモの水田栽培は太平洋全域に広くみら

れ､農業の集約型の終結として､この形態がと

られるといわれる'4)｡メラネシアでは急斜面に

等高線状のテラスが造られ､クック諸島では栽

培用の穴が数haにのぼる14)O太平洋の島じま

では､その栽培に多大な労力をかけていること

がうかがわれる｡

蘭喚島でもタロイモの栽培用水E削ま綿密に造

成され､管理が行き届き､その相続は父親の死

亡したときのみに行われるなど､畑に比べて比

重が極めて大きい2)｡タロイモの水田栽培は島

のいたる所でみられ､切り立った断崖と海岸線

の間に挟まれた平地の渓流沿いや湧き水を利用

して田が作られている｡その分布は図1に示す

通りである｡

｡品種

中尾ら (1979)は､タロイモの品種として､

水田用が10品種､陸地用が4品種､兼用に1品

種の15品種を報告している7)｡また劉 (1995)

は里芋 (Kitay)が9品種､水草 (Suri)の8

品種をあげているIl)｡今回の調査では､図4に

示すような3種類のタイプを見ることができた｡

島でよく見られ､栽培の多いのは図4Aのタイ

プで､塊茎が長く､20cm以上にもなるようであっ

た｡塊茎の一部は地表面に伸び上がり､その肥

大状況で収穫時期の目安になるようである｡葉
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表 1 水田栽培タロイモの形態調査
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図4. 蘭峡島における水田栽培タロイモの種類

及び葉柄基部は淡緑色であるが､葉柄の上部及

び葉脈は紫色を呈する｡子芋は親芋の塊茎から

分球せず､地上部の塊茎からランナーが伸び､

その先端に子芋の原基が形成され､地面に接す

ると根と葉が伸び子芋が形成される｡しかし大

部分は土面に接することなく､宙に浮いた状態

で小芋ができる場合があった｡この品種は広く

栽培され､各集落で見ることができたので､主

要な品種と思われた｡農夫に品種名を聞いたと

ころ片言の日本語で ｢アラトウン｣と､主に水

田のみに栽培されるといわれた｡収穫後の芋を

榔油で測定したところ切断されており､おおよ

その大きさになるが､最大芋径は6cmで､長さ

は17cmであった｡収穫袋に入っていたのは殆ど

同じ大きさで､数個重量を測定したところ250

から300gの範囲にあった｡ しかし朗島ではか

なり小型のものを収穫しており､重さは100g

内外で､形も貧弱であった｡

図4Bのタイプは葉が緑色で､葉柄及び葉脈

の色はアントシアンが濃く､紫色である｡この

品種は ｢ミニリラオ｣と言い､水 ･陸での栽培

が可能なようである｡水田での栽培面積は多く

ないが､水田の外周部に良く栽培されていた｡

収穫後の芋は､大きさが最大径で6.5cm､長さ

は16cmで､重さは500g内外であった｡また同

系統と思われるのが焼畑で栽培されていた｡図

4Cは栽培の現場を見ることはできなかったが､

家の新築祝いに贈答する品として持ち出すのを

見ることができた｡この品種は芋の下部太りの

形状で､葉柄は緑色､親芋から子羊が生ずるタ

イプの品種であった｡収穫は親芋で､大きさは

芋の最大径が7.5cm､長さは18cm､重さは550g

程度であった｡幾つか見たがほぼ同じ大きさで

あった｡このB､Cの2品種は特に家の新築祝

いの贈答品として利用することを農夫は話して

いた｡また実際､榔油ではこの2品種を葉柄を
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付けたまま袋一杯に入れ贈答用に持って行くの

に出会った｡

また表1には水田栽培タロイモの形態調査し

た結果を示したが､葉柄長は50-60cmの範囲で

あり､沖縄と比べ､生育は悪かった｡調査時期

が生育最盛期をすぎた冬季であったことも一因

かもしれない｡調査は2つのタイプのみであっ

たが､Bタイプが比較的生育は良好であった｡

｡栽 培

部落近くを流れる渓流沿いや湧き水の豊富の

ところにタロイモ田が造られ､島の南西部の榔

油や漁人､紅頭の田は堅固な石積みで､歴史の

古きを感じさせた｡また朗島でも畦が石敷きに

なっているところがあり､田造りに多大な労力

をかけていることがうかがわれた｡

タロイモ田はほとんどが階段状に造られ､上

部田から下へ用水が流れるようにし､掛け流し

の状態にあり､滞水することなく常に水の止ま

ることはなかった｡水の便が悪く滞水し澱むと､

根腐れを起こし芋が腐敗するようであった｡そ

のため常時流しばなしで､水の管理には細心の

注意が必要であった｡また田の管理も行き届き､

雑草も見ることがない｡田の管理および収穫は

全て主婦が行うようで､田の中に農夫をみるこ

とはなかった｡

植付けは､収穫した親芋を葉柄着性部から芋

の1/4を残して切断し (残り3/4は食用)､

先端の葉を切り落として土中に差し込むだけで

あった｡植付け用苗の葉柄の長さはどの地域で

もほぼ一定で､葉柄着性部からほぼ25cmで切断

され､葉柄数は3-4本であったが､大部分は

3本である｡植付は必要に応じて行われるよう

である｡

栽植密度は一定でなかったが､朗島では4-

15株/㌦の範囲にあり､租権から密植まであっ
た｡野銀では株間×畝間が60×60､65×75でい

ずれもほぼ等間隔で植えられており､株数は1

㌦あたり8株前後であった｡

榔油では田の外周部に葉柄のアントシアンの

濃い､小芋の多い品種をほぼ58皿の等間隔に植

え､それに合わせて､中に親いもタイプを植え

る様式が取られていた｡苗は外部からの持ち込

みのようであり､田の片隅に一部は束ねられて

差込まれていた｡田の外周部に植えるいもは葉

柄が22-25cmで切断され､葉柄数は3-5枚で

あったが､中に植付けるのは葉柄が2km程度で､

葉柄数は2-3枚であった｡この様な植え付け

方をするのを紅頭村でも見られ､また田の外周

部に葉柄のアントシアンの濃い品種を植え付け

る田が見られたことから､一般的な方法ではな

いかと考えられた｡

肥料は殆ど施さず､5年ほど栽培すると地力

が低下するため2.3年間あるいは5年程休閑

し､地力回復をまって再耕起する5)I")O柵油の

南東側の田では親子3人 (男子)で休耕田の再

開にむけ耕起していたが､漏水があるようで､

断下の畦道側に深さIm程掘り､分厚いビニー

ルシートを埋め込んでいた｡また紅頭相では農

夫が一人で開田に精をだしていた｡図2Eに示

す様な鉄製の掘り棒で残株の除去や畦の修復な

どが行われていた｡開墾は漁が終わった時期

(12月-2月)に行われるO

｡病害虫

病害虫の種類や発生は多くなかったが､疫病

の発生が島内のいたる所でみられ､畑栽培で多

く､水田では少なかった｡東浦の東清渓沿いに

ある田には白絹病菌の菌核が葉柄部に数個散在

したO発生株は少なかった｡また東浦では水が

澱み､青藻の発生した田の一部に生育不良殊が

あり､腐敗株が見られた｡

朗島の朗島渓沿いにある田にはジャンボタニ

シの卵塊が散見された｡しかし発生田は2-3

カ所で成貝の密度も低かった｡同部落ではウン

カが葉蓑に群生しているのが数珠見られた｡食

葉性害虫の発生や被害を見ることはなかった｡

あわりに

佐々木 (1971)は南島からアワ栽培を伴った

イモ栽培を主体とする根栽農耕文化が沖縄を初

め薩南諸島､九州南辺まで北上したのではと推

- 39-



測し､その文化を ｢南島系根栽農耕文化｣と呼

んでいる｡薩南諸島や南西諸島の伝統的農耕様

式の中にイモ栽培と掘り樺耕作の伝統がそれを

物語るのではという13)0

沖縄におけるタロイモの栽培棟式はポ.リネシ

アヤ南方系民族の間で行われる方法に似ている

といわれる7)｡また今回､蘭喚島で共通する農

法を幾つかみることができた｡沖縄では収穫に

今でも一部で掘り棒が使われ､本部町では木の

･枝を切って先細にしたものが用いられている様

子は､鉄使用以前の農耕を思わせるし､現在で

も鉄製の掘り棒が使われていることは蘭峡島と

同じである｡宜野湾市大山のタロイモ田は湧き

水を利用した掛け流し栽培が行われ､そこに小

屋が造られている様子は蘭喚島を.坊沸させるO

蘭峡島ではタロイモ田の近くに一人が休憩でき

る程度の簡易な小屋が造られ､その材料は近く

の樹木を切り倒し､カヤで屋根を葺いた簡単も

のから､木材による堅固なものまであった｡特

に島の北部の朗島や北東の野銀､東清など伝統

的農耕が色濃く残っている地では良く見ること

ができた｡植付け用苗の束を田の隅に挿して置

くことも共通の農耕文化である｡タロイモは儀

式に欠かせない供物で､重要な祝いなどには特

別に栽培されたものが用いられる7)0

また蘭峡島の焼き畑地ではサトイモやサツマ

イモ､バナナなどとの混作が見られた｡混作は

沖縄でも良く見ることのできる栽培様式で小規

模に多品目を栽培している｡混作は熱帯森林の

エコシステムを多種作物で構成する焼畑耕地に

置換したものであり､異常気象下では災害の回

避が可能で､一種の安全保障の意味があり､根

栽型焼き畑では極端な混作が行われるという").

蘭喚島におけるタロイモの水田栽培や農法な

ど､長い期間それ程の変化はなかったものと想

催されるo最近まで石器時代の様相を呈し､自

給自足の生活のなかでは農業技術や農具の進展

は遅々と進まない｡タロイモは収穫後の貯蔵性

が悪い半面､収穫時期が定まらず､極めて弾力

性のある作物である｡その水田栽培は畑地に比

南方資源利用技術研究会誌

べて長期間地力を維持するこができ､また連作

障害も回避することができるなど､他の畑作物

に比べて安定した収穫が期待できる点で極めて

優れた作物である｡また栽培には集団の協力関

係をそれ程必要とせず､水の管理以外､開墾や

植え付け､栽培管理､収穫などは個人活動のみ

で大方が可能である｡それゆえに､自給自足の

生活に適合し､商業活動を阻む要因にもなりう

る｡

沖縄では､タロイモの水田栽培が古から行わ

れているが､主食としての位置付けはなく､盆 ･

正月などの祝事用として利用する程度にすぎな

い｡栽培は水田の空き間や水路などを利用して

行われ､自給的色彩が強く残っていた｡近年､

商品生産が進み､技術の進展が著しく,蘭浜島

との共通点は少くなっているが､そこに根差す

基層文化は共有できるものが幾つかあった｡今

後の詳細な調査により､具体化されるものと思

われる｡
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